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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
基礎に取り付けられる下板と、該下板の上方に配置された中間板と、該中間板のさらに上
方に配置され上面に免震物が載置される上板と、前記下板の上面に１つの直線方向に固着
された下板側Ｘ方向ガイドレールと、該下板側Ｘ方向ガイドレールと対峙して前記中間板
の下面に前記１つの直線方向に固着された中間板側Ｘ方向ガイドレールと、該中間板側Ｘ
方向ガイドレールの端部に設けられたストッパと、前記下板側Ｘ方向ガイドレールと中間
板側Ｘ方向ガイドレールとに摺動自在に係合したＸ方向ガイドブロックがそれぞれ固着さ
れた１対のＸ方向摺動押板と、該１対のＸ方向摺動押板の間に圧縮状態で配設されたＸ方
向復元ばねと、該Ｘ方向復元ばねの端部と前記Ｘ方向摺動押板との間に介装された複数の
シムワッシャと、前記中間板の上面に前記１つの直線方向と直交する他の直線方向に固着
された中間板側Ｙ方向ガイドレールと、該中間板側Ｙ方向ガイドレールと対峙して前記上
板の下面に前記他の直線方向に固着された上板側Ｙ板方向ガイドレールと、該上板側Ｙ板
方向ガイドレールの端部に設けられたストッパと、前記中間板側Ｙ方向ガイドレールと上
板側Ｙ板方向ガイドレールとに摺動自在に係合したＹ方向ガイドブロックがそれぞれ固着
された１対のＹ方向摺動押板と、該１対のＹ方向摺動押板の間に圧縮状態で配設されたＹ
方向復元ばねと、該Ｙ方向復元ばねと前記Ｙ方向摺動押板との間に介装された複数のシム
ワッシャと、を備えたことを特徴とする展示品免震装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、博物館、美術館等の展示品を地震等の振動から保護するための展示品免震装置
に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
図７は、リニアガイドレールを使用した従来の免震装置の透視的な斜視図であって、支持
台１の上面には、複数の下部リニアガイドレール２が、１つの直線方向に揃えて固着され
ている。
【０００３】
展示品を載せた台座あるいは展示ケース等の免震物３の下面には、複数の上部リニアガイ
ドレール４が、上述の下部リニアガイドレール２に対して直交する方向の他の直線方向に
揃えて固着されている。
【０００４】
各下部リニアガイドレール２と上部リニアガイドレール４との間には、それぞれ連結ブロ
ック５が配置されていて、連結ブロック５の下部は、ボールを介して下部リニアガイドレ
ール２に沿って滑らかに移動できるように支持されており、連結ブロック５の上部は、ボ
ールを介して上部リニアガイドレール４と共に免震物３を、上部リニアガイドレール４の
長手方向に滑らかに移動できるように支持している。
【０００５】
これによって免震物３は、下部リニアガイドレール２並びに上部リニアガイドレール４の
長さの範囲内で、水平のあらゆる方向に滑らかに移動できるように支持されていることに
なるが、下部リニアガイドレール２並びに上部リニアガイドレール４と平行に配置された
複数のコイル状の復元バネ６の両端が、支持台１の上面と免震物３の下面とに係止されて
いて、水平に移動した免震物３を移動前の位置に戻し、免震物３に対する水平振動を緩和
して保護するようにしている。
【０００６】
図８は、湾曲面を利用した従来の他の免震装置の縦断面図であって、下板７の下面には、
止めねじ８により複数の支持ブロック９が取り付けられており、下板７は支持ブロック９
を介して、図示しない基礎の上に固定されている。下板７の上面には球体支持キャップ１
０が固着してあって、その上部には、ボールベアリングを介して球体１１が回動自在に支
持されている。
【０００７】
下板７の上方には上板１２が配置してあって、上板１２の上には、図示しない展示品を載
せた台座あるいは展示ケース等の免震物が取り付けられる。
【０００８】
上板１２の下面側には、凹球面状の湾曲面１３が下側に形成されている支持板１４が固着
されていて、湾曲面１３が球体１１の上に載置された状態で上板１２が支持されている。
【０００９】
上板１２の下面中心にはボルト１５が取り付けてあって、ボルト１５は下板７の中心に穿
設されている大径孔１６を貫通し、下端に抜止板１７が取り付けられており、上板１２の
周囲にはカバー１８が取り付けられている。
【００１０】
上述した図８の免震装置が地震等の振動を受けた時には、球体１１の上に載置されている
支持板１４を介して、上板１２は水平のあらゆる方向に滑らかに移動することができ、湾
曲面１３から球体１１に負荷される重量による復元力で上板１２に対する水平振動を緩和
し、上板１２の上に取り付けられている展示品を載せた台座あるいは展示ケース等の免震
物を振動から保護するようになっている。さらにこれらの免震装置には、ある一定の加速
度以下では免震機能が働かないようにする、いわゆるトリガー機構を備えることが一般的
である。従来使用されている展示品用低床型免震装置のトリガー機構は、摩擦力を利用し
たり、磁気吸着力を利用し、地震波の加速度が一定の限界を越えると、免震装置の免震機
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能を働かせるようになっている。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
展示品免震装置として必須の条件は、
１）応答加速度、応答変位が小さいこと、
２）装置が偏平で高さが低いこと、
３）面積の小さいこと、
４）免震機能が働かないようにするトリガー値が任意に設定可能であること、
５）安価なこと、
等があげられる。
【００１２】
本発明は、これらの条件の中で、特に４）の免震機能が働かないようにするトリガー値が
任意に設定可能であることを、他の条件も満たしながら実現できるようにした展示品免震
装置を提供することを目的とするものである。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
本発明は、基礎に取り付けられる下板と、該下板の上方に配置された中間板と、該中間板
のさらに上方に配置され上面に免震物が載置される上板と、前記下板の上面に１つの直線
方向に固着された下板側Ｘ方向ガイドレールと、該下板側Ｘ方向ガイドレールと対峙して
前記中間板の下面に前記１つの直線方向に固着された中間板側Ｘ方向ガイドレールと、該
中間板側Ｘ方向ガイドレールの端部に設けられたストッパと、前記下板側Ｘ方向ガイドレ
ールと中間板側Ｘ方向ガイドレールとに摺動自在に係合したＸ方向ガイドブロックがそれ
ぞれ固着された１対のＸ方向摺動押板と、該１対のＸ方向摺動押板の間に圧縮状態で配設
されたＸ方向復元ばねと、該Ｘ方向復元ばねの端部と前記Ｘ方向摺動押板との間に介装さ
れた複数のシムワッシャと、前記中間板の上面に前記１つの直線方向と直交する他の直線
方向に固着された中間板側Ｙ方向ガイドレールと、該中間板側Ｙ方向ガイドレールと対峙
して前記上板の下面に前記他の直線方向に固着された上板側Ｙ板方向ガイドレールと、該
上板側Ｙ板方向ガイドレールの端部に設けられたストッパと、前記中間板側Ｙ方向ガイド
レールと上板側Ｙ板方向ガイドレールとに摺動自在に係合したＹ方向ガイドブロックがそ
れぞれ固着された１対のＹ方向摺動押板と、該１対のＹ方向摺動押板の間に圧縮状態で配
設されたＹ方向復元ばねと、該Ｙ方向復元ばねと前記Ｙ方向摺動押板との間に介装された
複数のシムワッシャと、を備えたことを特徴とする展示品免震装置に係るもので、Ｘ方向
ガイドブロックと下板側Ｘ方向ガイドレール及び中間板側Ｘ方向ガイドレールとが摺動す
ることにより、中間板は下板に対して１つの直線方向に変位し、Ｙ方向ガイドブロックと
中間板側Ｙ方向ガイドレール及び上板側Ｙ板方向ガイドレールとが摺動することにより、
上板は中間板に対して１つの直線方向と直交する他の直線方向に変位するため、上板は下
板に対してあらゆる方向に変位が可能であり、Ｘ方向復元ばねとＹ方向復元ばねとによっ
て変位に対する復元力が得られ、シムワッシャの個数を変えることにより復元力を調整す
ることが可能で、トリガー値を任意に設定することができる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を、図に基づいて説明する。
【００１５】
図１は、本発明の実施形態の一例を示す斜視図、図２は、図１の部分拡大図であって、本
発明の展示品免震装置は図１、図２に示すように、下板２０と、下板２０の上方に配置さ
れた中間板２１と、中間板２１のさらに上方に配置された上板２２とを備えていて、下板
２０は図示しない基礎に取り付けられており、上板２２の上には、免震をする図示しない
展示品が載置されるようになっている。
【００１６】
図３は、下板２０の実施形態の一例を示す平面図であって、下板２０は平面形状がほぼ正
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方形であって、その上面の図３における下縁に近い箇所には、１つの直線方向である左右
方向に向けたＸ方向復元ばねガイドシャフト２３の両端が、支持ブラケット２４，２５に
よって固定支持されており、下板２０の図３における上縁に近い箇所の上面にも、左右方
向に向けたＸ方向復元ばねガイドシャフト２６の両端が、支持ブラケット２７，２８によ
って固定支持されている。さらに下板２０の上面には、図３における下縁に沿うＸ方向復
元ばねガイドシャフト２３に近接した位置で左右方向に向けた下板側Ｘ方向ガイドレール
２９と、上縁に沿うＸ方向復元ばねガイドシャフト２６に近接した位置で左右方向に向け
た下板側Ｘ方向ガイドレール３０とが固着されている。
【００１７】
図４は、中間板２１の実施形態の一例を示す平面図であって、中間板２１は上述した下板
２０と同じ寸法のほぼ正方形であって、中央部は正方形に大きく切り欠かれており、図４
の左辺と右辺とには、図４の上下方向に細長く切り欠いた切欠部３１，３２が設けてあっ
て、切欠部３１，３２の図４における上下両端には、中間板２１の一部を下方へ直角に折
り曲げて形成した支持ブラケット３３，３４がそれぞれ設けられている。そして両端を支
持ブラケット３３，３４によって固定支持されたＹ方向復元ばねガイドシャフト３５，３
５が、前記１つの直線方向と直交する方向になる図４の上下方向に設けられている。
【００１８】
そして中間板２１の下面には、上述した下板２０の上面にある下板側Ｘ方向ガイドレール
２９，３０と対峙するように中間板側Ｘ方向ガイドレール３６，３６が固着されていて、
各中間板側Ｘ方向ガイドレール３６の端部には、ストッパ３７が取り付けられている。さ
らに中間板２１の上面には、Ｙ方向復元ばねガイドシャフト３５，３５に近接した位置で
図４の上下方向に、中間板側Ｙ方向ガイドレール３８，３８が固着されている。
【００１９】
図５は、上板２２の実施形態の一例を示す平面図であって、上板２２も下板２０と同じ寸
法のほぼ正方形であって、上板２２の図５における左辺と右辺とに近い箇所の下面には、
上述した中間板２１の上面にある中間板側Ｙ方向ガイドレール３８，３８と対峙するよう
に上板側Ｙ板方向ガイドレール３９，３９が図５の上下方向に固着されていて、各上板側
Ｙ板方向ガイドレール３９の端部には、ストッパ４０が取り付けられている。
【００２０】
前述した図３の下板２０の上面にあるＸ方向復元ばねガイドシャフト２３及び下板側Ｘ方
向ガイドレール２９と、図４の中間板２１の下面にある中間板側Ｘ方向ガイドレール３６
とに亘って、図１に示すように１対のＸ方向摺動押板４１，４１が摺動自在に設けられて
いる。
【００２１】
図６は、このＸ方向摺動押板４１の実施形態の一例を示す斜視図であって、Ｘ方向摺動押
板４１は平面形状がほぼＬ字状の平板部４２を有していて、平板部４２の図６における左
側の部分には鉛直部４３が形成され、緩衝材４４が取り付けられている。そして鉛直部４
３及び緩衝材４４に亘るように貫通孔４５が水平に穿設されていて、この貫通孔４５には
、図１、図２に示すようにＸ方向復元ばねガイドシャフト２３が摺動自在に挿通されるよ
うになっている。さらに平板部４２の図６における右側の部分の下面には、下向き凹溝４
６を有するＸ方向ガイドブロック４７が固着されており、右側の部分の上面には、上向き
凹溝４８を有するＸ方向ガイドブロック４９が固着されている。
【００２２】
このＸ方向ガイドブロック４９の上向き凹溝４８は、図１、図２に示すように中間板２１
の下面に固着されている中間板側Ｘ方向ガイドレール３６に摺動自在に嵌合し、Ｘ方向ガ
イドブロック４７の下向き凹溝４６は、下板２０の上面に固着されている下板側Ｘ方向ガ
イドレール２９（図３参照）に摺動自在に嵌合していて、この結果Ｘ方向ガイドブロック
４９は、Ｘ方向復元ばねガイドシャフト２３、中間板側Ｘ方向ガイドレール３６、下板側
Ｘ方向ガイドレール２９に対して摺動しながら、図１に示す下板２０及び中間板２１の左
手前側の縁に沿って、１つの直線方向に移動することができることになる。
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【００２３】
このようにＸ方向復元ばねガイドシャフト２３、中間板側Ｘ方向ガイドレール３６、下板
側Ｘ方向ガイドレール２９に対して摺動しながら図１に示す下板２０及び中間板２１の左
手前側の縁に沿って移動し得る１対のＸ方向摺動押板４１，４１の間には、Ｘ方向復元ば
ねガイドシャフト２３の外周を取り巻くようにしたコイル状のＸ方向復元ばね５０が圧縮
状態で配設されていて、Ｘ方向復元ばね５０の両端と１対のＸ方向摺動押板４１の鉛直部
４３との間には、図１、図２に示すように複数のシムワッシャ５１が介装されている。圧
縮状態のＸ方向復元ばね５０は１対のＸ方向摺動押板４１を互いに離れる方向に押圧し、
Ｘ方向摺動押板４１の平板部４２（図６参照）を、中間板側Ｘ方向ガイドレール３６の端
部に取り付けられているストッパ３７に押し付けるようになる。Ｘ方向復元ばね５０の両
端とＸ方向摺動押板４１の鉛直部４３との間に介装するシムワッシャ５１の枚数を増減す
ることにより、Ｘ方向復元ばね５０の圧縮状態を変えて、その押圧力を調節することがで
き、ストッパ３７の平板部４２が押し付けられる側には、図２に示すように緩衝材５２が
取り付けられている。
【００２４】
図１においては、上板２２に隠れて見えないが左手前側と同様に、下板２０及び中間板２
１の右上側の縁に沿って、Ｘ方向復元ばねガイドシャフト２６、下板側Ｘ方向ガイドレー
ル３０（図３参照）、中間板側Ｘ方向ガイドレール３６（図４参照）に対して摺動しなが
ら移動する１対のＸ方向摺動押板４１，４１と、その間で下板側Ｘ方向ガイドレール２６
（図１、図３参照）の外周を取り巻くようにしたコイル状のＸ方向復元ばね５０が圧縮状
態で配設されていて、Ｘ方向復元ばね５０の両端とＸ方向摺動押板４１の鉛直部４３との
間には、複数のシムワッシャ５１が介装されている。
【００２５】
図１、図２に示すように、中間板２１の上面にある中間板側Ｙ方向ガイドレール３８、Ｙ
方向復元ばねガイドシャフト３５と、上板２２の下面にある上板側Ｙ板方向ガイドレール
３９とに対しても、図６に示したＸ方向摺動押板４１と対称的な構成の１対のＹ方向摺動
押板５３が図１、図２に示すように設けられていて、Ｙ方向摺動押板５３の上面には、上
板側Ｙ板方向ガイドレール３９に摺動自在に嵌合する凹溝を有するＹ方向ガイドブロック
５４が固着されており、Ｙ方向摺動押板５３の下面には、中間板側Ｙ方向ガイドレール３
８に摺動自在に嵌合する凹溝を有する図示しないＹ方向ガイドブロックが固着されている
。
【００２６】
１対のＹ方向摺動押板５３間には、Ｙ方向復元ばねガイドシャフト３５の外周を取り巻く
ようにしたコイル状のＹ方向復元ばね５５が圧縮状態で配設されていて、Ｙ方向復元ばね
５５の両端とＹ方向摺動押板５３との間には、複数のシムワッシャ５６が介装されている
。圧縮状態のＹ方向復元ばね５５は１対のＹ方向摺動押板５３を互いに離れる方向に押圧
し、Ｙ方向摺動押板５３を上板側Ｙ板方向ガイドレール３９の端部に取り付けられている
ストッパ４０に押し付けるようになる。Ｙ方向復元ばね５５の両端とＹ方向摺動押板５３
との間に介装するシムワッシャ５６の枚数を増減することにより、Ｙ方向復元ばね５５の
押圧力を変えることができ、ストッパ４０のＹ方向摺動押板５３が押し付けられる側には
、図２に示すように緩衝材５７が取り付けられている。
【００２７】
図１においては、上板２２に隠れて見えないが右手前側と同様に、中間板２１及び上板２
２の左上側の縁に沿っても、同じ機構が設けられている。
【００２８】
次に、上述した図１ないし図６に示す装置の作用を説明する。
【００２９】
下板２０が取り付けられている図示しない基礎が、外部からの水平方向の振動により図３
の左右方向に或る一定加速度で変位すると、下板２０も同時に図３の左右方向に変位する
が、展示品が載置されている上板２２と中間板２１とは、慣性のためにそのままの位置を
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保持しようとする。
【００３０】
従って、下板２０と中間板２１との間でずれを生ずることになり、Ｘ方向摺動押板４１は
中間板２１の下面にあるストッパ３７に押されてＸ方向復元ばね５０の一端を押圧する。
この時Ｘ方向復元ばね５０の他端は、他方のシムワッシャ５１、Ｘ方向摺動押板４１を介
して、下板２０の上面にある支持ブラケット２４に接して不動状態になるため、Ｘ方向復
元ばね５０は圧縮される傾向になる。しかしＸ方向復元ばね５０は、免震のトリガー値に
相当する圧縮力で予め圧縮状態で配設されているため、このトリガー値に相当する圧縮力
よりも外部振動力が小さければ、下板２０と中間板２１とは見掛上一体に微振動するだけ
である。しかし外部振動力がトリガー値に相当するＸ方向復元ばね５０の圧縮力よりも大
きくなると、Ｘ方向復元ばね５０は更に圧縮されるようになって、下板２０と中間板２１
とは、Ｘ方向復元ばねガイドシャフト２６、下板側Ｘ方向ガイドレール３０、中間板側Ｘ
方向ガイドレール３６に沿って相対的に変位することになる。
【００３１】
外部からトリガー値に相当するＸ方向復元ばね５０の圧縮力よりも大きな振動が継続する
と、振動の方向によって１対のＸ方向摺動押板４１，４１はＸ方向復元ばね５０を両端か
ら交互に圧縮するようになり、下板側Ｘ方向ガイドレール２９とＸ方向ガイドブロック４
７との間の摩擦力、中間板側Ｘ方向ガイドレール３６とＸ方向ガイドブロック４９との間
の摩擦力、Ｘ方向復元ばねガイドシャフト２３とＸ方向復元ばね５０及びＸ方向摺動押板
４１との間の摩擦力によって、下板２０と中間板２１との相対変位は次第に減衰される。
この際に大きな減衰力が必要な場合には、下板２０と中間板２１との間にオイルダンパ、
摺動摩擦板等を設けてもよい。
【００３２】
上述した下板２０と中間板２１との間では、Ｙ方向復元ばねガイドシャフト３５、中間板
側Ｙ方向ガイドレール３８、上板側Ｙ板方向ガイドレール３９に平行する方向へはずれる
ことができないため、この方向に対しては、中間板２１と上板２２との間でずれるずれを
生ずることになり、上述した作用が直交する方向において中間板２１と上板２２との間で
行われることになり、シムワッシャ５６の枚数を増減することによりＹ方向復元ばね５５
の押圧力を変えて、上板２２のＹ方向復元ばねガイドシャフト３５への免震のトリガー値
を調節することができる。
【００３３】
いずれの方向の水平振動であっても、Ｘ方向復元ばねガイドシャフト２３の方向と、これ
に直交するＹ方向復元ばねガイドシャフト３５の方向との両成分に分解することができる
ため、それぞれの成分に対応して下板２０と中間板２１との間、及び中間板２１と上板２
２との間で振動を吸収、減衰させて元の位置に復帰し、免震のトリガー値以下の外部振動
力の場合は、下板２０、中間板２１、上板２２、展示品等の免震物は、一体に微振動する
だけとなる。
【００３４】
【発明の効果】
本発明は、Ｘ方向復元ばね及びこれに直交する方向のＹ方向復元ばね５５のそれぞれの圧
縮状態を、シムワッシャの枚数を増減することにより変えて、免震開始のトリガー値を簡
単に調節できる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態の一例を示す斜視図である。
【図２】図１の部分拡大図である。
【図３】本発明の下板の実施形態の一例を示す平面図である。
【図４】本発明の中間板の実施形態の一例を示す平面図である。
【図５】本発明の上板の実施形態の一例を示す平面図である。
【図６】本発明のＸ方向摺動押板の実施形態の一例を示す斜視図である。
【図７】リニアガイドレールを使用した従来の免震装置の透視的な斜視図である。



(7) JP 4064563 B2 2008.3.19

10

【図８】湾曲面を使用した従来の他の免震装置の縦断面図である。
【符号の説明】
２０　下板
２１　中間板
２２　上板
２９，３０　下板側Ｘ方向ガイドレール
３６　中間板側Ｘ方向ガイドレール
３７　ストッパ
３８　中間板側Ｙ方向ガイドレール
３９　上板側Ｙ板方向ガイドレール
４０　ストッパ
４１　Ｘ方向摺動押板
４７，４９　Ｘ方向ガイドブロック
５０　Ｘ方向復元ばね
５１　シムワッシャ
５３　Ｙ方向摺動押板
５４　Ｙ方向ガイドブロック
５５　Ｙ方向復元ばね
５６　シムワッシャ

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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